あわれ めし、.' ま"". こ 

この 憐 むべ き 盲人 は 肩身 狭げ に 下等 室 に 這 込みて 、 

やっかい うずくま 

厄介なら ざらん ように 片隅に 踞 りつ。 人 ありて その 

よわい かれ しわが 

齢 を 問いし に、 渠は皺 嗄れた る 声して、 七十 八 歳と 答 

えき。 

めくら おきな てびき つ 

盲に して 七十 八 歳の 翁 は、 手引 を も 伴れ ざるな り。 

手引 を も 伴れ ざる 七十 八 歳の 盲 の 翁 は、 親 不知の 沖 

ひとびと 

を 越 ゆべき 船に 乗りた るな り。 衆人 は その 無法なる に 

おどろ 

咢 ナリ。 

かれ あかぐろ がいこつ つつ 

渠は手 も 足 も 肉 落ちて、 赭 黒き 皮の みぞ 骸骨 を裹み 

たる 〔# 「裹 みたる」 は 底本で は 「裏み たる 匕。 軀 低く、 

かしら は かた まげ ゆ とす じえ もん 

頭 禿げて、 式ば かりの 髭に 結いた る 十 筋 右衛門 は、 



リ やくが からす ひる， R え まゆ 

略画の 鴉の 翻 るに 似たり。 眉 も 口 も 鼻 も 取 立てて 

い ところ いた こ まなこが つく リ くぼ 

謂うべき 所 あらず。 頰は 太く 痩け て、 眼は眢 然と 陥 

みて 盲いたり。 

もめん あわせ しまがら しり からげ 

木綿 袷の 條柄も 分かぬ までに 着古した る を 後褰 に 

つぎつぎ ももひき どろ まぶれ きゃはん に し 

して、 継々 の 股引、 泥 塗 の 脚絆、 煮染めた るば かりの 

ふろし きづつ み てなら しら かし いっかい 

風呂敷 包 を 斜めに 背負い、 手馴 したる 白櫧の 杖と 一 蓋 

すげがさ ひざ うまれ かしゅう ざ い 

の 菅笠と を 膝の 辺りに 引 寄せつ。 産 は 加州の 在、 善 

もうで みち よし 

光寺 詣 の途 なる 由。 

天気 は 西の方 曇りて、 東 晴れたり。 昨夜の 雨に 甲板 

は 流る るば かり 濡れ たれば、 乗客の 多分 は 室内に 籠り 

たりし が、 やがて 日光の 雲間 を 漏れて、 今 は 名残 無く 



ざ います ご 

かれ ろとう こ つじき ごと かが 

渠は 路頭の 乞食の 如く、 腰 を 屈め、 頭 を 下げて、 

憐 を 乞えり。 され どもな お 応ずる 者 は あら ざり しな 

めしい とほう 

り。 盲人 はいよ いよ 途方に 暮れて、 

「もし、 どうぞ 御 願で ございます。 はい どうぞ ご 

おずおず その 袂を曳 きて、 惻隠の情 を 動かさむ と 

うち ふ おんな あおじろ もた 

せり。 打 俯したり し 婦人 は 蒼白き 顔 をわず かに 擡げて、 

「ええ、 もう 知りません よう！」 

むご たもと おのれ も だ 

酷く も 袂を振 払いて、 再び 自家の 苦悩に 悶えつ。 

めしい いっかつ ひし くび すく す ぼ 

盲人 はこの 一喝に 挫 がれて、 頸 を 竦め、 肩 を 窄めて、 

「はい、 ま、 -、 ま、.。」 



天 を 仰ぎて 笑えり。 

「こんな 時に でも 用 わなく ッ ちゃ、 君なん ざ 生涯 用う 

時 は 有り やしないご 

まず お 

「と 先言ッ て 置く さ ご 

めしい ゎリこ 

盲人 は おそるおそる その 席に 割 入み て、 

ま つ ぴら ごめん 

「はい 真平 御免下さい まし。 はい、 はい、 これ はどう 

も、 お蔭様で 助かり まする。 いや、 これ は 気持の 快い、 

とんと 極楽 で ) ，- ざいます ご 

かれ きた ひそ 

渠は 涼風の 来る) J と に 念仏して、 心 窃かに 学生 の 好 

意 を 謝したり き。 

あ うきめ あ めくらお やじ ごくらくじょうど 

船室に 在りて 憂目に 遭いし 盲 翁の、 この 極楽浄土 



こわめし わか 

ると 赤飯 だ。 それ は 解 ッたご 

「そ， J で 」 

「食った のか ご 

「何 を？」 

「いや、 よし、 それから ご 

わたし 

「これ はどうい う 事実 だと 聞く と、 長年 この 渡 をゃッ 

もす こ ろ 

ていた 船頭が、 もう 年を取 ッ たから、 今度 息子に 艢を 

いんきょ ひ 

譲ッ て、 いよいよ 隠居 をしょう という、 この 日が 老船 

いっせいちだい こぎお さめ おもしろ 

頭、 一世一代の 漕納 だとい うんだ。 面白かろう ご 

かれ せ せら わら 

渠の友 は 嗤笑 いぬ。 

こわめし もら 

「赤飯 を貰ッ たと 思つ てひどく 面白がる ぜご 



「こり や 怪しからん！ 僕が 〔# 「怪しからん！ 僕が」 

け こわめし 

は 底本で は 「怪しからん！ 僕が 匕 赤飯の ために 面白がる 

なら、 君なん ぞは難 有が ッ ていいの だ ご 

かれ おきかえ 

「なぜ なぜ ご と 渠は起 回れり。 

はまき 

「その 葉巻 はどうした ご 

「うむ、 なるほど。 面白い、 面白い、 面白い 話 だ ご 

かれ きんちょう いっしょう のち 

渠は 再び 横にな りて 謹聴せ り。 学生 は 一笑して 後 

件 の譚を 続けたり。 

いわい こわめし ふなちん 

「その 祝の 赤飯 だ。 その上に 船賃 を 取らん の だ。 

のりあい めでたい や 

乗合 も それ は 目出度 と言うので、 いくらか 包んで 与る 

そくぎん 

者 も あり、 即吟で 無理に 一句 浮べる 者 も ありさ。 まあ 



よぼよぼ めくら い 

実に 見せた かッ たね、 その 疲曳の 盲者が いざと 言ッ 

ろづか しゃつ きリ 

て 櫓 柄 を 取る と、 仡 然とした もの だ、 まるで 別人 さね。 

みち おも 

なるほど これ は その 道に 達した もの だ、 と 僕 は想ッ た。 

力た こ 

もとより あのく らいの 潟 だから、 誰 だッて 漕げる さ、 

た いど き あ い もうしょう たたかい 

けれどもね、 その 体 度 だ、 その 気力 だ、 猛将の 戦 に 

のぞ さくよ こた りん ぜん 

臨んで 馬上に 槊を 横え たと 謂ッ たような、 凛 然とし 

て 奪うべからざる、 いや 実に その 立派 さ、 未だに 僕 は 

忘れん ね。 人が 難の ない 事 を (眠って いても 出来る) 

と言うが、 その 船頭 は 全く それな の だ。 よく 聞いて 見 

はず よぼよぼ めくら たれ な 

ると、 その 理さ。 この 疲曳の 盲者 を 誰と か 為す！ 若 

ぜ にや ごへえ かかえ こく づみ 

い 時には 銭屋 五兵衛の 抱で、 年中 千 五百石 積 を 家と 



く 19 こころやす ありがた 

の 崩る る ごとく、 心 易 かる 航行 は 一 年中 半日 も 有難 

きなり。 

さる ほどに 汽船の 出発 は 大事 を 取りて、 十分に 天気 

かいらん みあわ かえ 

を 信ずる にあら ざれば、 解纜 を 見合す を もて、 却り て 

おそれす くな い そらあい 

危険の 虞 寡し と 謂えり。 され ども この 日の 空 合は不 

みあやま 

幸に して 見 謬ら れ たりし にあら ざるな きか。 異状の 

てんしょく ふおん ちょう 

天色 はます ます 不穏の 徴 を 表せり。 

ひとしき リ まちよう つばさ かけ ぎょうけ つ 

一時 魔 鳥の 翼と 翔りし 黒雲 は 全く 凝結して、 

一 髪 を 動かすべき 風 だに あらず、 気圧 は 低落して、 呼 

さまた おさ 

吸の 自由 を 礙げ、 あわれ 肩 を も 抑うる ばかりに 覚え 

たりき。 



せいおん あやし あんてん 

疑 う ベ き 静穏！ 異 む ベ き 安恬！ 名 だた る 

おやしらず さしかか 

親 不知の 荒磯に 差懸 りたる に、 船体 は 微動 だに せず し 

て、 畳の 上 を 行く がごと くな りき。 これ あるいは や 

だい とんざ 

が て 起らん ずる 天変 の 大 頓挫に あらざる なき か。 

おもみ ちかん 

船 は 十一 分の 重量 あれば、 進行 極めて 遅 緩に して、 

糸魚 川に 着きし は 午後 四時 半、 予定に 後る る こと 約 

一 一時間な り。 

陰※ 〔# 「日+ (士 \ 〔 \ 一 \ 一 \ロ\ 一 )」、 38-S たる 

おおわ ばんしょう うれ 

空に 覆れた る 万象 はこと ごとく 愁い を 含みて、 海辺 

いちじ くれない 

の 砂山に 著る き 一 点の 紅 は、 早く も 掲げられ たる 

けいかい きゅうひよう そう てんま きた 

暴風 警戒の 球 標 なり。 されば や 一 艘の 伝馬 も 来ら ざ 



かんのん まる とな デッキ 

観音 丸と 船長との 万歳 を 唱えぬ。 甲板に 立てる 船長 は 

ぼう だつ えみ たた はしけ 

帽を 脱して、 満面に 微笑 を湛 えつつ 答礼せ リ。 蜉は 

こぎ いだ リく わずか ちょう 

漕 出したり。 陸 を 去る 僅に 三 町、 十分 間にして 達す 

べきな り。 

い つ てん にわか かきくも ど 

折から 一 天 俄 に搔 曇りて、 飈と吹 下す 風 は 海原 を 

揉 立 つれば、 船 は 一 支 も 支えず 矢 を 射る ばかりに 突 

進して、 無二無三に 沖合へ 流されたり。 

ともろ ふな こ あわ さわ まい あ まい さぐ 

舳櫓を 押せる 船 子 は 慌てず、 躁 がず、 舞 上げ、 舞 下 

る浪の 呼吸 を 量りて、 浮きつ 沈みつ、 秘術 を尽 して 漕 

ひときり あれ まさ みあぐ 

ぎたり しが、 また 一 時 暴 増る 風の 下に、 瞻 るば かりの 

たかなみ ひとのみ びょうぶ だお し くず す さま 

高浪 立ちて、 ただ 一 呑と IS 虱 倒 に頹 れんず る 凄 じさ 



ごうき ふな こ あな や かいな ひま 

に、 剛気の 船 子 も 啊呀と 驚き、 腕の 力 を 失う 隙に、 

へさき ひか あやう かたぶ 

艫 はくる リと 波に 曳れ て、 船 は危く 傾きぬ。 

しなしたり！ と渠 はます ます 慌てて、 この 危急に 

処 すべき 手段 を 失えり。 得たり やと、 波と 風と はます 

ます 暴れて、 この 蜉，. をば 弄ばん と 企てたり。 

乗合 は 悲鳴して 打 騒ぎぬ。 八 人の 船 子 は 効 無き 櫓 柄 

す 力 

に鎚 りて、 

なむ こんぴら だいごん げん どうおん どう ま 

「南無 金毘羅 大権 現！」 と 同音に 念ずる 時、 胴の 間の 

辺 に 雷の ごとき 声 ありて、 

とりかじ 

「取 舵！」 

ともろ ふな こ ちんご みこえ ふる 

舳 櫓の 船 子 は 海上 鎮護の 神の 御 声に 気 を 奮い、 やに 



わに 艢 をば 立直して、 曳々 声 を 揚げて 盪 しければ、 船 

は 難無く 風波 を 凌ぎて、 今 は 我物な り、 大権 現の 冥 護 

ふな こ せんど 

は ある ぞ、 と 船 子 はたち まち 力 を 得て、 ここ を 先途と 

こお あ なみ いきおい 

漕げ ども、 盪せ ども、 ますます 暴る る浪の 勢に、 人 

かぎ リ あ かれ しんしん まさ こんとう 

の 力 は 限 有りて、 渠は身 神 全く 疲労して、 将に 昏倒せ 

あやう 

ん としたり ければ、 船 は 再び 危く 見えた リ。 

「取 舵！」 と 雷の ごとき 声 はさら に 一 喝 せり。 半死の 

ふな こ もはや しんめい いれい ほう あた 

船 子 は 最早 神明の 威令 を も 奉ずる 能 わざり き。 

すく やっかいもの めくらお やじ とき 

学生の 隣に 竦みたり し 厄介者の 盲 翁 は、 この 時 

きつ ぜん もろはだ くつろ 

屹 然と 立ちて、 諸肌 寛げつつ、 

とりかじ とも かた 

「取 舵 だい"：」 と 叫ぶ と 見えし が、 早く も舳の 方へ 



転 行き、 疲れたる 船 子の 握れる 艢を 奪いて、 金輪 I よ 

リ 生えた る ごとくに 突立ち たリ。 

「若い 衆、 爺が 引受けた！」 

この 声と ともに、 船 子は磘 と僵れ ぬ。 

一艘の 厄介 船と、 八 人の 厄 化 船頭と、 二十 余人の 

厄 化 客と は、 この 一個の 厄介物の 手に 因りて 扶 けられ 

つつ、 半時 間の 後 その 命 を 拾いし なり。 この 老いて 

盲なる 活大 権現 は 何者 ぞ。 渠は その 壮時 において 

か が ぜ にやない かく ゆうしょう ほっかい 

加賀 の銭屋 内閣が 海軍の 雄将 として、 北海の 全権 を 

しょうあく じしゃく また ごろう 

掌握 したりし 磁石の 又 五郎な りけ り。 
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